
横浜市自転車等施策
検討協議会

令和２年10月27日

1
令和２年度第2回



議事１ 各施策の実施状況について

議事２ 協議会への諮問について

議事３ 部会の設置について

2次第



各施策の実施状況
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横浜市自転車活用推進計画
【2019年度～2028年度】



令和２年度予算〈自転車活用施策の推進〉 5

施策項目 令和２年度予算 主な事業内容

まもる 自転車の交通ルール等
の周知・啓発

1593万円 ・ルールブック及び乳幼児保護者向
け等世代別啓発チラシの配布
・自転車交通安全教室の実施
・「思いやりSHARE THE ROAD運動」
の実施

・自転車保険加入促進に向けた周
知・啓発

はしる 自転車通行空間の整備 4100万円 ・主要地方道横浜伊勢原（戸塚区）
など４路線の整備

・都心臨海部自転車ネットワーク構
想の策定

とめる 市営自転車駐車場の
管理運営等

23億500万円 ・市営自転車駐車場の管理運営
・市営自転車駐車場の維持・補修
・自転車等放置防止対策

いかす 自転車施策の推進 877万円 ・自転車施策推進に係る調査

・自転車活用推進イベント運営費

計 23億7070万円



各施策実施状況（本日の主な説明内容） 6

・思いやり SHARE THE ROAD 運動の推進
・自転車保険の加入促進

・重点エリアでの自転車通行空間の整備推進〈戸塚駅周辺、鶴見駅周辺〉

・観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進
（ひつじのショーンサイクルスタンプラリーの実施状況）

・市営自転車駐車場の状況
・公共空間を活用した駐輪場整備



テーマ【まもる】 7

■方針 ■具体の取組

方針
１

交通ルールを
学べる環境を
つくる

（１）切れ目のない交通安全教育の場・機会の充実

（２）教育・啓発・指導ができる体制づくり

方針
２

安全・安心に
自転車を利用
できる環境を
つくる

（１）自転車とクルマが互いに配慮できる意識啓発

（２）自転車保険の加入促進

（３）安全に乗るための点検・整備方法の周知啓発



まもる
8

・子乗せ自転車ユーザー向けの啓発チラシを、市内約1,800の幼稚園・保育所に送付
令和３年度の入園者向け説明会での説明、配布を依頼します
（乳幼児健診や子育て支援拠点等での配布･配架も併せて実施）

乳幼児保護者向け啓発チラシの活用

資料に沿って説明できる💡💡

先生

送付

切れ目のない交通安全教育の場・機会の充実



まもる
9

自転車とクルマが互いに配慮できる意識啓発

 自転車とクルマ それぞれの運転者に向けた啓発

市の取組 「思いやり SHARE THE ROAD 運動」の推進

・バス事業者との連携による啓発
バス車体へのステッカー貼付

協力：神奈川中央交通株式会社様



まもる
10

自転車保険の加入促進

Ｒ元年度 加入状況調査の結果

加入率（自転車利用者に占める率）

44.6 ％ 義務化前（Ｒ元.８月）

■ 加入した理由
事故による高額賠償などの
リスクを避けたいから 61.8％

■ 加入しない理由
保険料を負担したくないから

27.1％
安全運転を心がけているから

22.9％

調査結果を踏まえた令和２年度の啓発方針

■ 加入動機につながる項目を強調した広報
・高額賠償のリスク
・安価で加入できること
・誰もが事故に遭う可能性



まもる
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自転車保険の加入促進

■ 世代別に効果的な媒体を活用した広報

世代別情報取得手段 18歳未満 18～20歳代 30～50歳代 60歳代 70歳以上

ﾃﾚﾋﾞ･ﾗｼﾞｵ･新聞･雑誌 85.5 ％ 69.7 ％ 85.2 ％ 96.6 ％ 96.7 ％

インターネットニュース 60.8 ％ 80.3 ％ 81.7 ％ 59.3 ％ 28.3 ％

ＳＮＳ(ﾂｲｯﾀｰ･ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ等) 35.5 ％ 71.9 ％ 29.2 ％ 9.5 ％ 3.6 ％

ﾁﾗｼ･ﾎﾟｽﾀｰ･広よこ､県たより 18.1 ％ 12.9 ％ 36.0 ％ 50.6 ％ 56.4 ％

加入率が39%と低かった若者世代

に広く利用されるツイッターを活用
した広報を実施 📳📳

より多くの方の加入を促進するため、
・「広報よこはま」、タウン紙への記事掲載
・ラジオ放送によるＰＲ（NEW❢）
・市営駐輪場定期利用者への働きかけ



まもる
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自転車保険の加入促進

➊調査対象：無作為抽出６歳以上 5,000人

➋調査期間：令和２年10月20日～ 11月19日

➌調査方法：Ａ３両面 17 問の調査票を郵送

➍調査内容：自転車利用の有無、自転車保険加入有無、加入した(しない)理由、
自転車利用に関する満足度 等

ＮＥＷ！ 主な新たな設問

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、自転車を利用する機会が増えましたか？

令和２年度 加入状況調査実施中

次年度の自転車保険加入促進啓発・自転車活用施策に反映



テーマ【はしる】 13

■方針 ■具体の取組

方針
１

地域の自転車
ネットワークを
つくる

（１）重点エリアでの自転車通行空間の整備推進

（２）都心臨海部における自転車利用環境づくりの推進

方針
２

地域をつなぐ
広域ネットワーク
をつくる

（１）広域的な自転車ネットワークの形成

方針
３

安全で快適な
自転車通行環境を
つくる

（１）自転車通行環境の快適性向上



委託

令和２年度事業概要はしる
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■令和２年度は下記の工事及び委託を実施します。

工事

路線名 整備箇所 整備形態

主要地方道環状４号線 泉区上飯田町 自転車専用通行帯

主要地方道山下本牧磯子線 中区本牧地区 矢羽根型路面表示

県道鶴見溝ノ口ほか 鶴見駅周辺
（重点エリア）

矢羽根型路面表示

市道上永谷戸塚線 戸塚駅周辺
（重点エリア）

自転車専用通行帯
矢羽根型路面表示

都心臨海部実行計画策定に向けた検討業務



重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる
15

■重点エリアの自転車通行空間の整備進捗

鶴見駅周辺 戸塚駅周辺

鶴見駅周辺と戸塚駅周辺において自転車通行空間整備中



重点エリアでの自転車通行空間の整備推進はしる
16

■令和２年度重点エリア整備イメージ

戸塚C路線

鶴見C路線 鶴見D路線

鶴見F路線



テーマ【とめる】 17

■方針 ■具体の取組

方針
３

まちに適した
駐輪対策を進める 地域、民間、行政の連携による駐輪対策の実施

方針
１

目的に応じた
駐輪場の「量」
を確保する

（１）買い物等の集客施設での利用に応じた駐輪場の確保

（２）鉄道利用等に対応した駐輪場の拡充

方針
２

サービスの
「質」を高める

（１）市営自転車駐車場のサービス向上

（２）持続可能な市営駐輪事業のしくみ構築



とめる
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市営自転車駐車場の利用状況

 新型コロナ感染症の影響による利用件数の減少

市営自転車駐車場の一時利用件数推移

件

100,000 件

200,000 件

300,000 件

400,000 件

500,000 件

600,000 件

700,000 件

800,000 件

4月 5月 6月 7月 8月

R元年度 一時利用計 R2年度 一時利用計

▲43.4% ▲60.8% ▲28.9% ▲30.4% ▲18.6%対前年同月比
増減率



とめる
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公共空間を活用した駐輪場の整備

 日本大通り駅周辺を10月１日に新たに自転車等放置禁止区域に指定。
 あわせて中区役所前の歩道上に道路占用入札で駐輪場を設置。

新設駐輪場について
・場所：中区役所前（日本大通り駅周辺）
・開業日：令和２年8月14日
・収容台数：74台（自転車専用）
・事業者：横浜市交通安全協会

日本大通り駅周辺
放置禁止区域図

日本大通り 新設駐輪場



テーマ【いかす】 20

■方針 ■具体の取組

方針
１

健康的な
「ライフスタイル」
にいかす

（１）自転車を活かした健康づくりの支援

（２）サイクルスポーツへの興味を高める取組推進

方針
２

横浜らしい
「まちづくり」
にいかす

（１）観光や賑わいのあるまちづくりでの自転車活用の推進

（２）まちづくりと連携した自転車活用の推進



いかす
21観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 開催概要



いかす
22観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 開催概要

イ ベ ン ト 名 称 ：ひつじのショーンが案内する横浜横須賀めぐり サイクルスタンプラリー vol.2
開 催 期 間 ：2020年9月16日（水）～12月15日（火）
主 催 ：横浜市道路局、横須賀集客促進・魅力発信実行委員会
目 的 ：自転車で地域の歴史や魅力を発見する機会を創出

運動不足解消や健康づくりとしての自転車活用
参 加 特 典 ：
(1)先着参加賞

スタンプを２個集めた先着2,000名にひつじのショーン
オリジナル反射材キーホルダーをプレゼント

(2)抽選賞
スタンプ獲得数（10、７、５個）に応じ、
抽選でホテル宿泊券や横浜・横須賀関連
グッズ等をプレゼント

スタンプ10個でオリジナルサイクルジャージに応募可能

先着参加賞



いかす
23観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 開催概要

スタンプポイント（全10か所）
ひつじのショーンの故郷、イギリスにゆかりのある
施設を選定

横浜

みその公園「横溝屋敷」

帆船日本丸・横浜みなと博物館

横浜開港資料館

はまぎん こども宇宙科学館

旧伊藤博文金沢別邸

横須賀

ヴェルニー公園

三笠公園

浦賀の渡し船

くりはま花の国

ソレイユの丘



いかす
24観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 今回の工夫点

社会情勢及び前回の実施結果を踏まえ工夫した点
① デジタルスタンプラリーの導入（接触機会の削減）
②「散走コース」を設定したサイクリングマップの作成
③ イベント期間中、設置可能な施設（スタンプポイント）にサイクルスタンドの貸し出し



いかす
25観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 今回の工夫点

① デジタルスタンプラリーの導入（接触機会の削減）

・スマートフォン・タブレットからデジタルスタンプラリーページにアクセスし参加登録
・スタンプポイントで二次元コードを読み取りスタンプを取得



いかす
26観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 今回の工夫点

② 「散走コース」を設定したサイクリングマップの作成
ベイバイクでの周遊も想定し、観光客や自転車を保有しない人でも気軽に参加できるコースを案内



いかす
27観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 今回の工夫点

② 「散走コース」を設定したサイクリングマップの作成
イベントの案内とあわせて、自転車の交通ルール・マナーや健康効果についてPR



いかす
28観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 今回の工夫点

③ イベント期間中、スタンプポイントにサイクルスタンドの貸し出し
市内の３か所のスタンプポイントに
サイクルスタンドを設置

帆船日本丸・横浜みなと博物館

横浜開港資料館

みその公園「横溝屋敷」



いかす
29観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー イベントPR実施状況

主なイベントPR ：
(1) 鉄道駅構内、車両内でのPR （京急線、みなとみらい線、シーサイドライン、地下鉄ブルーライン）
(2) ホームページ、SNS（ツイッター）
(3) 広報よこはま
(4) 市内観光案内所でのPR
(5) フリーペーパー記事掲載
(6) サイクリスト向けカフェ等でのPR
(7) ラジオ番組

PRチラシ サイクリングマップ



いかす
30観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー イベントPR実施状況

電車内中吊りポスター（京急線、シーサイドライン、ブルーライン）

駅構内ポスター掲示（シーサイドライン各駅ホーム）



いかす
31観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー イベントPR実施状況

デジタルサイネージ（みなとみらい線各駅）

チラシ配架
（シーサイドライン各駅）

マップ配架（みなとみらい線各駅）



いかす
32観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー イベントPR実施状況

桜木町駅観光案内所でのデジタルサイネージ掲出都内サイクルカフェでのPR（渋谷ストリーム内「トルク」）



いかす
33観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー イベントPR実施状況

道路局交通安全・自転車政策課公式ツイッター広報よこはま10月号



いかす
34観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進

サイクルスタンプラリー 実施状況

デジタルスタンプラリー登録者数：1,291人 （10/18時点）

登録者プロフィール (10月4日時点）：

【居住地】

横浜市内, 
577, 
64%

横須賀市内, 
144, 16%

神奈川県内, 
113, 12%

県外, 71, 
8%

n=905
単位：人

【性別】

男性, 
496, 
55%

女性, 
388, 
43%

その他・答
えたくない, 
21, 2%

n=905
単位：人



いかす
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 紙のスタンプからスマートフォンのスタンプへと変わり便利になった
 地元散策をする機会がなかったのでいろんな名所を回れて楽しかった
 身体を動かすきっかけになる
 気候も良く、適度な運動にもなり楽しかった
 参加賞が２個でもらえるので気軽に参加できてよかった
 コロナでなかなか出かける機会が減っていたため、良いきっかけになった
 次回もぜひ企画をお願いしたい

【良かったこと】

【不便に感じたこと】

 施設の中に入らなければ二次元コードが無い箇所があるのが不便
 自転車道をもっと整備してほしい
 駐輪場の整備とサイクルラックの設置を増やし、自転車で観光巡りをしやすい環境
整備を進めてほしい

観光や賑わいあるまちづくりでの自転車活用の推進
サイクルスタンプラリー 実施状況

参加者アンケートより



協議会への諮問に
ついて

36

２



部会の設置
について

37

３



横浜市自転車等施策検討協議会に諮問。
検討にあたって部会を設置し、持続可能な自転車駐車場のあり方
について具体的にご議論いただく。

検討いただく点（案）

・利用者ニーズを踏まえたあるべきサービス水準

・施設の長寿命化を見据えた計画的な修繕

・増加する駐輪ニーズに対応するため、民間活力を
活用した自転車駐車場の整備促進

・適正な利用者負担の水準 など

部会の設置について 38



部会の設置について 39

氏 名 職 名

井上 義晃 横浜市道路局 計画調整部長

大石 龍巳 横浜高速鉄道(株) 取締役経営管理部長

（部会長）

岡村 敏之
東洋大学国際学部国際地域学科 教授

絹 代 サイクルライフナビゲーター

小 嶋 文 埼玉大学大学院理工学研究科 准教授

鈴木 潤 神奈川県自転車商協同組合 青年部副部長

・関係者（オブザーバー）：廣崎 英子 税理士

（横浜市自転車駐車場管理運営業務評価委員会 委員）

名称：持続可能な自転車駐車場のあり方検討部会

部会委員 （敬称略 五十音順）
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